
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 ARUN Seed

1 事業の成果
これまで事業の目的としてきた、社会的投資の概念を日本及び世界において普及させることにより、

地球上のどこに生まれた人もひとりひとりの才能を発揮できる社会の構築のため、国際協力の活動、経

済活動の活性化を図る活動、社会教育の推進を図る活動、及びこれらに関わる団体・法人への助言、援助

を継続的に推進した

1)社会的企業の発掘・社会的投資事業
。 世界 22か国から72社の社会的企業を集め、ビジネスコンペティションを開催した。またこの投資・

運営資金調達のため、クラウドファンディングを実施した。こうした活動について、団体ウェブサイ

ト、ニュースレター、SNS等で情報発信を行った。
・ 起業家との定期的なコミュニケーションを継続し、事業への助言、社会的インパクトの進捗確認
を行った。また事業の進捗状況について、定期的に支援者への報告を実施した。

また前出のイベントとは別に、企業の CSR活動と連携し、ビジネスコンペを共催した。
。 団体が有する起業家ネットワークを活用したオンラインコミュニティ、「起業家プラットフォーム」
を立ち上げた。

NPOと して初めて、大手金融機関が参加する「インパクト志向金融宣言」に署名した。

2)普及啓発事業

投資先の現況やインパクトについて、団体のウェブサイ ト、ニュースレター、SNSで情報発信を行

い、途上国における社会課題や、それに取り組む起業家たちの姿を伝えた。

また、より情報を伝えやすくできるようウェブサイ トを刷新した (今年度も継続)。

大学・高校、学会や団体で、講演会やワークショップを行った。また仙台市と連携し、地場の経営者

や起業家を対象に、6回シリーズのセミナーを開催した。

3)人材育成事業

社会人、学生を対象に、「サステナブルビジネス・スクール入門編」を 3回開催。また初めての試み

として、前出のビジネスコンペと連動した「サステナブルビジネス・スクール CSIチャレンジ編」

を開催した。

学生インターンを積極的に受け入れ、活動への参加、また社会人ボランティアとの交流をつうじ、社

会的企業や社会的投資について実践的な学びの場を提供した。

4)調査研究事業
・ ЛCA、 他団体などと情報交換、協力・協働関係を継続した。



日本企業の海外事業について、インパクト評価・管理の研修、コンサルテーションを実施した。

5)組織運営基盤の強化
。 財団からの助成により組織診断を実施した (今期も継続実施)。
・ 組織診断の結果に基づき、団体のガバナンス体制について見直し案を策定した。令和 5年度より導
入予定。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 22,862 】千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日日寺 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

参加型の社会
的投資プラッ
トフォームの
構築

1)ビジネスコンペの実
施

2)雑存取引先の伴走支

3)企業とのビジネスコ
ンペ開催

4)起業家プラットフォ
ーム立ち上げ

8～ 1月

毎月

4月

6～ 3月

三翔 ビル

本郷他
15名

支援先企

業、及び

その受益

者

団体支援

者、イベ

ント参加

者

既存支援
先受益者
350万
人、
今回ビジ
ネスコン
ペファイ
ナリス ト
7社受益
者 280万
1

団体支援
者、及び
リーチし
た人数
8200人

13,163

有望な社会起

業家の発掘・
又 仮

社会起業家ヘ

の社会的投

資、知識、技

術、ネットワ

ークの提供

社会的投資に
関する情報提
供

1)支援先についての情
報発信
2)起羊峯ごラットフォ~ム

悟 梨
3)ウ ェブサイ ト刷新

随時

6～ 3月

8～3月

二翔ビル

本郷他
10名

支援先企

業、及び

その受益

者

団体支援

者

既存支援
先受益者
350万人
団体支援
月雪
・1600
人

1,643

)上 △
↑」_rアヽ

関 す

開催

的投資に
るセ ミナ
講演会の

1)大学・高校、団体、
学会等での講演実施
2)仙台市とのセミナー
共催

随時

10～3月

各開催

先、及び

二翔ビル

本郷

7名

講演、セ

ミナー参

加者

1500人

グローバル人
材育成

1)サステすブルビジネ
ス・スクール入門
編、CSIチャレンジ
編計 4回開催
2)大学・高校での講
演・ワークショップ
実施
3)学生インターンの受
入れ

8～ 2月

随時

随時

三翔

本郷

ビル

及

催び各開

先

4名

スクーール

受講者、

講演参加

者、イン

ターン

1)

2)

22人
500
人
29人)3

3,239



調査研究の企
画、実施、出
版物の作成、
及び助言事業

1)企業の海外事業につ
いて、インパクト評
価 。管理のコンサル
テーションを実施
2)JIm、 他団体との連
携、情報交換

12～3月

随時

三翔 ビル

本郷他
3名

支援先企

業、及び

その受益

者

特定せず

1)10人
2)特定
せず

1,747

その他この法
人の目的を達
するための必
要な事業

思勤
運営に関わる事務局

随時
三翔 ビル

本郷他
2名 特定せず 特定せず 3,068

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

該当なし









書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

年度年間役員名簿 J世驚雅虐ぢF柵騒!雲驚認紫g曲理想所並
特定非営利活動法人

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

1

/申ヽ

∪ 監事

(ヤマオカ サ トコ) 2022年 4月 1日

2023+3EsrB

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日山岡 聡子

2 理事V
監事

(ヨネクラ セイイイ

チロウ)
2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日米倉 誠一郎

3

⌒

健E"監事
(ニ シゴオリ トシヤ) 2022年 4月 1日

2023+3E3LE

年

年

月

月

日

日西郡 俊哉

4
⌒理事で:デ

(カ マタ ヒロミツ) 2022年 4月 1日

20n+sn3ta

年  月  日

年 月 日鎌田 博光

5 理事・監事
年

年

月

月

日

日

年

年

月

月

日

日

6 理事・監事
年  月  日

年 月 日

年

年

月

月

日

日

7 理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

年  月  日

8 理事・監事
年  月  日

年 月 日

年  月  日

年  月  日

9 理事 。監事
年   月 日

日年 月

年 月

月

日

年 日

10 理事 。監事

年  月  日

年 月 日

年  月  日

年  月  日



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人__』Ш堅望型____________

1 山岡 聡子

2 米倉 誠一郎

3 西郡 俊哉

4 高津 智也

5 毛利 聡子

6 定金 基

7 林円 絵美

8 木越 純

9 池島 利裕

10 鎌田 博光

11

12

氏    名


